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１、２フェスティバル

学校教育目標「夢に向かって 心豊かに たくましく生きる子ども」
～“自分で考え みんなと創る” 楽しい ふるさとの学校～

１１月も終盤となりました。奥羽山脈も雪化粧して、いよいよ長い冬がはじまりました。
風邪等の流行期に備えて、インフルエンザ予防ワクチンの接種も進んでいるようです。
最近のニュースでは、他国でのコロナの感染拡大など、心配なニュースが続いています。

中でも注目しているのは、小学生のワクチン接種です。一部の報道では２月から接種開始
との情報もあるようです。
現在は、法律で１２歳以上が接種対象です。近いうちに、５歳以上の１年生くらいまで

の接種が動き出すことも想定して、各ご家庭では十分に適切な情報を取り入れて、家庭内
での話合いや心の準備を進めておく必要があります。接種可能な年齢のこと、時期のこと、
接種による予防効果や副反応のこと等々、今後の動きに注目していきましょう。
心配なこと、不安なことがありましたら、いつでも学校にご連絡ください。

５年生・総合的な学習の時間
“しゅしゅえっと まるしぇ”で「お米販売」

今年の５年生の総合的な学習は、“横堀の宝”である「田んぼ・お米」がテーマです。
そして、ＪＡのアグリスクールに指定されて、田植えや生き物調査、稲刈りと続き、今回
は、実際に販売まで体験しました。
販売したのは、新米２合入りのお米４５袋と、子どもたちの手書きメッセージを貼った

お弁当２０個です。威勢のよい「いらっしゃませぇ～」の声を響き渡らせながら、元気に
売り出しました。初めはお客さんがほぼ家族の皆さんだったので、売りやすかったのです
が、その身内の流れが一段落すると、なかなか売れずに苦戦しました。それでも、弁当を
もって「直接販売作戦」を実行しながら、時間ギリギリで完売できました。
このあとの学習では、料理体験も計画されています。まさに、生産から加工、販売まで

「６次産業」の実体験が完結します。この学びを笑顔いっぱいに楽しんでいる５年生は、
まさに、「“楽笑”な学級」の見本です。

４年生・道徳 「お米の命」
～「いのちの教育あったかエリア事業」で

ゲストティーチャーをお招きして～
こちらも、ＪＡの「お米の先生」にお越しいただいた

授業です。米作りの一連の流れを学び、たくさんの作業
の大変さや、農家の皆さんの心を込めた仕事ぶりに触れ
ることで、米の命を大切につなぐことが、私たちの命を
つなぐことにつながっていることを学びました。

冬にな り ま し た ！ コ ロナはど う な っ て る ？



「ちょこっと参観」第３弾！
５年生・道徳「私のボランティア体験」

自分たちのボランティアに対するアンケート結果や、授業の中で一人一人が考えた
ことが大型ディスプレイに瞬時に映し出されるＩＣＴを活用した道徳の授業でした。
この日は、４年生と６年生の子どもたちも参観しました。５年生がどんどん自分の

考えをタブレットに入力して、友だちの考えを仲間分けしていく様子に、子どもたち
も先生方もびっくりしていました。もうすっかり使いこなしています。その力がある
からこそ、自分の心と向き合って、じっくりと考える時間がたっぷりとできました。

人権標語コンテスト（秋田地方法務局大曲支局主催）

入選 ６年 大河天善 「 きずつけた 言葉のナイフは とり消せない」

県南三市三郡美術展
奨励賞 ２年・黒澤莉月
入 選 １年・石崎 瑛、駒田結空 ２年・長澤美咲

３年・秋山爽輝、髙橋実生 ４年・佐々木愛夢、高橋呂綺
５年・藤倉朋輝、鈴木悠花 ６年・高橋優愛、本間彩華、茂木祐翔

日本空手協会第３４回秋田県親善少年空手道大会
小学５．６年中級１部 女組手 第１位 ６年・髙野愛琉

型 第３位 ６年・髙野愛琉

冬の送迎についてお願い
この先の天気予報には、たくさんの“雪だるま”が連なっています。
車での送迎が多くなると予想しています。次のことへのご協力をお願いします。

基本 登校時は 玄関から校地内には 車を乗り入れない
給食センター出入り口で 車を止めない

しかしながら、狭い冬道ですので、子どもたちの安全が保たれないなど、やむを得
ない場合は、慎重に細心の注意を払って、徐行して駐車場を利用してください。
また、給食センター前については、搬入業者さんが大変迷惑しているようですので、

入り口前で子どもを降ろすのは絶対にやめるようにお願いします。

また、冬期間の集団登校の変更点がありましたら、地区担当職員にもご連絡をお願
いします。

次のことについても、徹底をお願いします。

学校到着時刻は 早くて ７時４０分です
登校するときは マスクを着用します

『自分もよくて、みんなにもよい』ことが学校のルールになります。
規則を守る親の姿を見せてあげてください。
その上で、それぞれの事情に配慮できる関係を大切にしたいと考えていますので、

ご理解とご協力を重ねてお願い申し上げます。


